日文翻譯完成版：↓
禾目天目釉（ハムテンムユウ）
「禾目天目釉」（ハアムテンムユウ）は、また、「稻穗天目」（タアウヘエテンム）とも呼ばれていて、天目兎豪釉（テンムトウハウユウ）の一種であり；
鉄の結晶釉の品種に属されています。その釉の肌の紋路と油滴天目（ユウテイテンム）に類似しており、非常に芸術の美を極めています。

また、形状としては、針型の茶色のストライプのような紋様が隆起され、一目見ただけで、稲穂と凄く似ていますし、また、兎の毛の如くも見られます。それがゆえんに「禾目」（ハアム）あるいは、兎豪盞天目釉（トウハウザンテンムユウ）とも呼ばれています。

「禾目天目釉」の主な原始材料は、高嶺土（カオリン、kaolin）や、矽石（シリカ、silica）と木の灰の自然な混合物などがあり、それにFe2O3（酸化鉄）が着色剤として使用されました。
高温の下で、釉層の中から泡が発生し、釉薬の高粘度によって媒介され、これらの鉄質の成分を釉の表面に齎らされて、更に持続的に温度を高めさせますと、1300℃に達した時に釉薬層は流動状になり、鉄質も液体になって流れ出されて、條紋條に形成されました。これらの條紋状の模様は釉薬の中の鉄質が完全に溶けた後に液体として流れ出され、さらに冷却した後に再び表面に浮び上がった模様なのです。
中文原稿版：↓
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禾目天目釉
「禾目天目釉」又稱「稻穗天目」是天目兔毫釉的一種；是鐵的結晶釉品種。其肌理與油滴天目類同，極具藝術之美。
因其形狀呈針形棕黃色斑紋隆起，乍看之下，很像稻穗，又如兔毛，所以稱之為禾目或兔毫盞天目釉。

禾目天目釉主要原始材料為高嶺土、矽石和天然樹灰的混合物，而Fe2O3(氧化鐵)被用來當作著色劑。
在高溫下，釉層中產生的氣泡，介由高黏度的釉性，把這些鐵質帶到釉面上，再持續加溫度達到 1300℃時，釉層流動，鐵質流成條紋狀，這些線條可能是釉中鐵完全熔化後流下來又冷卻再度浮現所造成。
